
Title <論説>清代における山西商人

Author(s) 佐伯, 富

Citation 史林 = THE SHIRIN or the JOURNAL OF HISTORY (1977),
60(1): 1-14

Issue Date 1977-01-01

URL https://doi.org/10.14989/shirin_60_1

Right

Type Journal Article

Textversion publisher

Kyoto University



清
代
に
お
け
る
山
西
商
人

佐

伯

富

｝

【
要
約
】
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
独
裁
政
治
と
都
市
商
人
と
は
そ
の
利
害
が
相
一
致
し
、
両
者
は
相
互
援
助
の
も
と
に
発
展
を
遂
げ
た
。
宮
代
以
後
、
中
国

の
近
世
社
会
に
お
い
て
も
独
裁
政
治
が
発
達
す
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
や
は
り
商
人
が
財
政
的
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。
清
朝
独
裁
政
治
の
発
展
に
も

山
西
商
人
が
政
商
と
し
て
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
。
本
稿
で
は
山
西
商
入
が
清
朝
政
権
と
結
合
し
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
財
政
に
対
し
て
い
か
な

る
貢
献
を
な
し
た
か
を
、
主
と
し
て
塩
政
な
ど
を
中
心
に
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
山
西
商
人
発
展
の
原
因
を
清
朝
政
府
の
独
占
権
の
賦
与
、
資

金
の
貸
与
、
そ
の
結
果
に
よ
る
販
路
の
拡
大
等
の
面
か
ら
考
察
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
山
西
が
東
西
・
南
北
の
世
界
交
通
路
の
交
差
す
る
要
衝
に
立
地
し
、

こ
こ
に
多
く
の
王
朝
や
政
権
が
勃
興
し
、
そ
れ
と
の
結
び
つ
き
か
ら
山
西
商
人
が
古
く
か
ら
発
展
し
て
い
た
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
清
朝
を
背
景
に
大

を
な
し
た
山
西
商
人
も
、
附
図
戦
争
後
、
世
界
の
交
通
路
に
大
変
動
を
生
じ
、
上
海
を
中
心
と
す
る
海
上
交
通
が
盛
大
に
赴
く
と
、
従
来
の
陸
上
交
通
は

さ
び
れ
、
清
朝
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
失
う
と
共
に
衰
微
に
向
か
い
、
新
し
い
財
閥
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
史
林
六
〇
巻
一
号
　
一
九
七
七
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
し

清代における山西商人（佐伯）

一
　
は
　
し
　
が
　
き

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
独
裁
政
治
の
発
展
に
は
、
都
市
商
人
の
財
政
的
背
景
が
あ
り
、
ま
た
商
人
の
発
展
に
は
独
裁
斎
主
の
政
治
的
な
庇
護
が

あ
っ
た
。
両
者
は
利
害
が
相
一
致
し
、
相
互
に
援
助
し
た
の
で
、
独
裁
政
治
は
い
よ
い
よ
発
展
し
た
。
宋
代
以
後
、
中
国
の
近
世
社
会
に
お
い

て
も
独
裁
政
治
が
発
達
す
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
や
は
り
商
人
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　
清
朝
が
満
州
の
辺
阪
か
ら
興
起
し
て
中
国
内
地
に
侵
入
し
、
征
服
王
朝
と
し
て
三
百
年
近
く
中
国
を
支
配
し
、
独
裁
君
主
政
治
を
確
立
し
た

の
は
、
諸
種
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
商
人
が
清
朝
財
政
の
確
立
に
寄
与
し
た
こ
と
が
、
も
っ
と
も
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
商
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人
の
寄
与
を
無
視
し
て
は
ト
清
朝
の
興
起
と
そ
の
発
展
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
σ
こ
の
繋
累
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
政
商
、
つ
ま
り
御
用
商
人

で
あ
る
が
、
な
か
ん
ず
く
清
朝
の
財
政
に
も
っ
と
も
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
の
は
山
西
商
人
で
あ
る
。

　
清
朝
は
満
州
の
奥
地
に
興
起
し
、
し
か
も
少
数
の
満
州
人
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
百
倍
す
る
多
数
の
中
国
人
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で

清
朝
は
北
方
勢
力
を
結
集
し
て
南
方
の
中
国
人
の
勢
力
を
抑
え
よ
う
と
し
た
。
軍
事
的
に
は
、
ま
ず
蒙
古
人
を
そ
の
与
国
と
し
て
そ
の
翼
下
に

収
め
、
満
蒙
連
合
の
力
を
も
っ
て
中
国
に
君
臨
し
た
が
、
経
済
的
に
は
中
国
人
を
除
い
て
有
能
な
民
族
が
い
な
い
た
め
、
首
都
北
京
に
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
近
接
す
る
山
西
商
人
を
利
周
し
て
そ
の
財
政
面
を
担
当
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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二
　
清
朝
と
山
西
商
人
と
の
結
び
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
山
西
商
人
は
早
く
か
ら
満
州
方
面
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
。
後
漢
時
代
、
す
で
に
山
西
商
人
が
こ
の
方
面
に
商
売
に
来
て
い
る
か
ら
、
明

答
清
初
、
多
数
の
山
西
商
人
が
満
州
に
来
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
山
西
商
人
が
清
朝
政
権
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
政
商
と
し
て
清

代
に
大
き
な
活
躍
を
し
た
の
は
、
山
西
商
人
が
す
で
に
早
く
か
ら
、
満
州
に
お
い
て
諸
種
の
方
面
で
経
済
的
に
活
躍
し
、
清
朝
の
興
起
に
対
し

て
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
胸
・

　
清
の
太
祖
が
撫
順
城
を
占
領
し
た
時
、
撫
順
に
は
山
西
・
山
東
・
河
東
・
河
西
・
蘇
州
・
杭
州
な
ど
の
処
の
十
六
人
の
豪
商
が
い
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

太
祖
は
い
わ
ゆ
る
「
七
大
儒
」
を
書
し
て
こ
れ
ら
の
商
人
に
付
し
、
中
国
に
も
ち
帰
ら
せ
て
い
る
。
山
西
商
人
は
清
客
す
で
に
撫
順
で
活
躍
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
山
西
商
人
は
太
祖
と
撫
順
の
貿
易
場
に
お
い
て
貿
易
し
、
人
参
・
紹
・
真
珠
な
ど
の
物
資
を
購
入
し
た
た
め
に
、
太
祖
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

利
は
数
万
を
下
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
清
朝
と
山
西
商
人
と
の
結
び
つ
き
は
、
こ
う
い
う
所
か
ら
密
接
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
山
西
商
人
の
一
族
の
中
に
は
、
官
吏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

や
軍
人
と
し
て
早
く
か
ら
清
朝
に
帰
附
し
て
高
官
に
登
っ
て
い
る
老
も
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



清覧における山西簡人（佐伯）

三
　
清
朝
財
政
と
山
西
商
人

　
清
朝
で
は
入
関
に
際
し
て
は
、
山
西
商
人
を
招
撫
し
、
山
東
の
漕
運
を
欄
圧
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
二
大
急
務
と
し
た
。
清
世
祖
実
録
巻
五

順
治
元
年
五
月
己
亥
の
条
に

　
都
門
院
参
政
祖
可
法
・
張
存
仁
雷
。
…
…
工
率
両
東
鞘
管
運
悟
道
。
山
西
乃
商
費
之
途
。
急
宜
招
撫
。
若
二
丁
士
民
。
帰
属
版
図
。
則
財
賦
有
出
。
国
用
不

　
置
奏
。
啓
入
。
摂
政
和
碩
容
親
王
報
日
。
爾
等
言
是
。

　
都
察
院
参
政
祖
旨
意
・
張
存
仁
い
う
。
…
…
山
東
に
至
っ
て
は
乃
わ
ち
糧
運
の
道
あ
り
。
山
西
は
乃
わ
ち
丁
年
の
途
あ
り
。
急
に
宜
し
く
招
撫
す
べ
し
。
若

　
し
二
省
の
兵
民
、
我
が
版
図
に
帰
す
れ
ば
、
則
わ
ち
財
賦
出
ず
る
あ
り
、
国
用
贋
し
か
ら
ず
と
。
啓
し
て
入
る
。
摂
政
和
碩
容
親
王
報
じ
て
曰
わ
く
、
三
等

　
の
雷
、
是
な
り
。

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
山
西
商
人
が
清
朝
の
財
政
に
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
、
清
朝
政
府
が
認
識
し
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

清
朝
政
府
は
入
関
定
鼎
す
る
や
、
山
西
商
人
を
内
務
府
の
商
人
つ
ま
り
政
商
に
命
じ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
山
西
商
人
は
清
朝
の
財
政
に
い
か
ほ
ど
の
貢
献
を
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
も
っ
と
も
大
な
る
も
の
は
壌
税
で
あ
る
。
塩

税
は
清
朝
に
お
い
て
は
、
国
初
で
は
歳
入
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。
清
末
、
海
関
税
そ
の
他
の
新
財
政
が
出
現
す
る
に
及
ん
で
も
、
な
お
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
い
か
に
塩
税
が
国
家
の
財
政
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
が
分
る
。

　
と
こ
ろ
で
重
要
な
塩
干
の
塩
の
販
売
は
ほ
と
ん
ど
み
な
山
西
商
人
が
引
請
け
て
い
た
。
帳
場
の
う
ち
も
っ
と
も
広
大
な
販
路
（
行
塩
地
）
を
も

つ
も
の
は
准
南
下
で
あ
る
。
潅
南
塩
は
一
旦
揚
州
に
運
ば
れ
、
こ
こ
か
ら
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
・
貴
州
等
の
七
省
に
販
運
さ
れ

る
。
そ
こ
で
監
理
塩
の
産
額
は
全
国
産
塩
額
の
四
割
を
占
め
、
塩
税
も
ま
た
全
圏
塩
税
の
半
ば
を
占
め
て
い
た
。
准
野
塩
が
国
家
の
財
政
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
が
推
察
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
野
南
塩
場
の
塩
は
山
西
商
人
と
徽
州
（
新
安
）
商
人
と
が
主
と
し
て
、
こ
れ
を
販
悪
し
て
い
た
が
、
山
西
商
人
の
方
が
有
力
で
あ
っ

3　（3）



た
ら
し
い
。
・
時
代
は
少
b
遡
る
が
、
朋
の
謝
肇
国
の
五
雑
組
巻
四
に
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，

　
富
室
之
称
富
者
。
江
南
劃
推
新
安
。
江
北
千
山
右
。
新
安
大
豊
魚
塩
為
業
。
蔵
鐡
有
至
百
万
者
。
其
宣
二
三
十
万
則
中
質
耳
。
山
墨
守
塩
或
締
或
奮
粟
。
其

　
富
甚
於
新
安
。
新
安
奢
而
山
右
倹
也
。

　
宮
室
の
富
を
称
す
る
者
、
江
南
は
則
わ
ち
新
安
を
推
し
、
江
北
は
則
わ
ち
山
右
な
り
。
新
安
の
大
費
は
、
魚
塩
を
業
と
な
す
。
蔵
銀
百
万
に
至
る
表
あ
り
。

　
そ
の
宮
二
三
十
万
な
る
者
は
中
等
の
質
な
る
の
み
。
壷
鐙
は
或
い
は
塩
、
或
い
は
縣
、
或
い
は
窟
粟
を
業
と
な
す
。
そ
の
富
は
新
安
よ
り
甚
だ
し
。
新
安
は

　
奢
に
し
て
山
君
は
倹
な
れ
ば
な
り
。

と
見
え
、
徽
州
商
人
は
贅
沢
で
あ
る
が
、
山
西
商
人
は
倹
約
な
る
た
め
、
資
本
の
蓄
積
が
益
々
大
き
く
な
っ
た
ら
し
い
。
清
朝
に
お
い
て
も
全

く
同
様
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

・
そ
こ
で
山
西
出
身
の
豪
商
の
名
が
し
ば
し
ば
文
献
に
見
え
て
お
り
、
ま
た
嘉
慶
江
都
累
続
志
巻
＝
一
に
は

　
七
竃
流
寓
入
籍
樋
里
多
。
…
…
開
中
塩
法
行
。
山
陳
之
商
樂
至
。
三
原
之
梁
。
山
西
之
閻
・
李
。
河
津
・
池
州
黒
眼
。
困
乏
（
山
西
平
豊
浦
）
之
喬
・
高
。
淫

　
陽
（
陳
西
）
之
張
・
郭
。
西
安
之
申
。
臨
渡
（
陳
薦
西
安
府
）
弓
張
。
莱
陽
（
山
東
）
之
戴
。
…
…

　
揚
州
に
お
い
て
は
、
流
寓
入
籍
す
る
者
甚
だ
多
し
。
…
…
明
代
、
中
塩
法
行
わ
れ
て
よ
り
、
由
開
陳
西
の
商
人
藤
蔓
す
。
三
原
の
梁
氏
、
山
西
の
閻
・
李
氏
、

　
河
津
・
蘭
州
の
劉
氏
、
山
西
平
陽
府
裏
陵
の
僑
・
高
氏
、
陳
西
の
張
・
郭
氏
、
西
安
の
申
氏
、
陳
西
西
安
府
臨
渡
の
張
氏
、
山
東
莱
陽
の
戴
氏
こ
れ
な
り
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
山
西
商
人
が
多
く
揚
州
に
流
寓
し
て
販
塩
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
こ
で
断
わ
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
山
西
商
人
と
い
っ
て

も
陳
西
商
人
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
た
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
潅
南
塩
の
販
運
に
関
し
て
は
、
山
西
商
人
が
そ
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
⑬
　
　
　
⑭

の
で
あ
る
。
こ
の
外
、
山
西
商
人
は
両
漸
・
雲
南
・
長
藍
・
河
東
・
四
川
・
福
建
な
ど
、
主
要
な
丁
場
の
塩
を
み
な
販
運
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
山
西
商
人
は
全
国
塩
場
の
大
半
を
牛
耳
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
山
西
商
人
が
塩
税
の
上
に
お
い
て
、
つ
ま
り
国
家
の
財
政
の
上
に
お
い
て
、
い
か
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
か
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
ま
た
餌
西
出
身
の
工
商
は
軍
需
・
賑
済
・
助
工
な
ど
の
た
め
に
も
莫
大
な
金
を
政
府
に
密
輸
し
て
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清代における山西商人（佐伯）

　
⑮

い
る
。

　
な
お
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
内
務
府
そ
の
他
の
中
央
官
庁
が
塩
害
に
資
金
を
貸
付
け
て
利
息
を
徴
収
し
、
そ
れ
を
官
庁
の
費
用
に
充

当
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
清
史
稿
巻
一
二
九
、
食
貨
志
の
条
に

　
内
府
又
嘗
貸
出
数
百
万
両
。
以
資
〔
塩
商
〕
周
転
。
絡
本
之
外
判
取
息
銀
。
領
域
単
利
。
年
半
百
数
十
万
・
数
十
万
・
十
数
万
不
等
。

　
内
府
ま
た
嘗
て
数
百
万
両
を
貸
出
し
て
以
て
画
商
の
周
転
に
資
す
。
絡
本
の
外
、
さ
ら
に
息
銀
を
取
る
。
こ
れ
を
公
利
と
い
う
。
年
ご
と
に
或
い
は
百
数
十

　
万
・
数
十
万
・
十
数
万
不
等
あ
り
。

と
あ
り
、
内
務
府
だ
け
で
も
毎
年
数
百
万
両
の
資
金
を
貸
出
し
、
そ
の
利
息
を
毎
年
百
数
十
万
両
か
ら
十
数
万
両
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
塩
商

の
中
に
山
西
商
人
が
多
数
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
な
い
。
　
一
二
例
を
あ
げ
る
と
、
山
西
出
身
の
揚
州
総
商
王
履
泰
は
三
十
万
両
、
滑
津
洪
は
十

三
万
官
等
の
資
金
の
貸
付
を
引
請
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
政
府
が
莫
大
な
利
息
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
中
央
官
庁
の
外
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

地
方
官
庁
に
お
い
て
も
官
金
の
貸
付
を
行
な
い
、
そ
の
利
息
を
収
め
て
官
庁
の
運
営
費
に
充
当
し
て
い
る
。

　
な
お
山
西
商
人
は
外
民
族
の
征
討
に
際
し
て
軍
需
物
資
を
調
達
し
、
あ
る
い
は
鋳
銭
材
料
の
寒
湿
の
買
入
れ
に
際
し
て
政
府
に
協
力
す
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ど
、
経
済
的
に
政
府
を
援
助
し
た
貢
献
は
極
め
て
大
で
あ
る
。

四
　
山
西
商
人
の
活
躍
舞
台

　
こ
の
よ
う
な
貢
献
に
対
し
て
山
西
商
人
は
商
販
に
関
し
て
政
府
か
ら
諸
種
の
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
塩
の
販
売
に
際
し
て
は
政

府
か
ら
塩
を
販
売
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
塩
引
の
入
手
や
、
塩
販
売
の
販
路
を
政
府
か
ら
保
証
さ
れ
る
な
ど
、
塩
販
売
に
つ
い
て
の
独
占
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

賦
与
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
塩
商
と
く
に
揚
州
の
塩
商
は
莫
大
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
繊
来
た
。

　
な
お
塩
商
が
莫
大
な
利
益
を
得
た
背
景
に
は
、
銅
銭
価
が
常
に
強
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
。
清
朝
で
は
下
級
の
軍
人
や
官
吏
は
そ
の

生
計
が
細
か
い
所
か
ら
、
そ
の
俸
給
と
し
て
多
く
の
銅
銭
を
支
給
す
る
必
要
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
額
の
銅
銭
を
鋳
造
し
た
。
し
か
し
銅
鍋
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そ
の
他
の
銅
器
が
高
値
を
呼
ん
だ
た
め
に
、
直
ち
に
鋳
つ
ぶ
さ
れ
て
銅
銭
が
欠
乏
し
、
明
代
か
ら
乾
隆
の
末
年
頃
ま
で
は
、
銅
銭
価
が
常
に
騰

貴
し
が
ち
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
塩
商
が
塩
を
売
る
場
合
に
は
銅
銭
を
以
て
し
、
塩
税
は
銅
銭
を
銀
に
両
替
え
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
鋼
銭
が

騰
貴
し
続
け
て
い
る
際
に
は
、
塩
商
は
銅
銭
を
出
来
る
だ
け
手
許
に
お
い
て
お
け
ば
お
く
ほ
ど
、
利
益
が
あ
り
、
多
額
の
銅
銭
を
入
手
す
る
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

商
に
は
莫
大
な
利
潤
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
多
く
の
軍
場
を
支
配
す
る
山
西
商
人
に
は
莫
大
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
従
政
録
巻
二
に

　
天
下
塩
賦
准
南
居
其
半
。
巌
額
百
三
十
万
引
。
向
来
山
西
徽
歓
冨
人
之
懸
子
潅
者
。
置
数
十
戸
。
蓄
賀
以
七
八
千
万
計
。

　
天
下
の
塩
賦
に
あ
り
て
は
、
准
南
は
そ
の
半
ば
に
居
る
。
残
額
は
百
三
十
万
引
な
り
。
向
来
、
山
西
と
徽
州
の
富
人
の
糠
南
に
商
な
う
者
は
、
百
千
十
戸
あ

　
り
き
。
賀
を
蓄
う
る
こ
と
七
八
千
万
両
計
を
以
て
せ
り
。

と
あ
り
、
山
西
・
徽
州
出
身
の
潅
爾
の
揚
州
塩
商
は
七
八
千
万
両
と
い
う
莫
大
な
資
力
を
蓄
え
て
い
る
。
ま
た
清
高
宗
実
録
巻
一
二
五
七
、
乾

隆
五
十
㎡
年
六
月
庚
寅
の
条
に
よ
れ
ば

　
山
西
富
戸
。
家
賀
百
十
万
者
。
不
一
蒲
足
。

　
由
西
富
戸
の
家
貨
百
十
万
両
な
る
者
は
一
に
し
て
足
ら
ず
。

と
あ
り
、
山
西
商
人
の
富
戸
の
家
貨
燐
肥
万
を
数
え
る
者
は
多
数
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
清
稗
類
妙
巻
四
四
「
山
西
多
富
商
」
に

は　
山
西
富
室
。
多
以
経
商
墨
家
。
黒
氏
遠
称
数
千
万
両
。
実
為
事
鈍
。
今
以
光
朝
時
資
産
之
七
八
百
万
両
至
三
十
万
両
者
。
列
漁
獲
左
。

　
　
侯
七
八
百
万
両
介
休
県

　
　
曹
一
　
　
六
七
百
万
爾
一
　
　
太
谷
県

　
　
喬
，
四
五
百
万
両
　
祁
県
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田代における山西商人（佐伯）

　
　
渠
　
　
三
四
百
万
両
　
　
郡
　
県
　
　
（
以
下
略
）

　
山
西
の
黒
蜜
は
多
く
経
商
を
も
っ
て
家
を
起
こ
す
。
充
棟
は
号
し
て
数
千
万
両
と
称
す
。
実
に
最
適
と
な
す
。
今
光
緒
の
時
の
資
産
七
八
百
万
両
よ
り
三
十

　
万
両
に
薫
る
者
を
も
っ
て
表
に
列
す
る
に
、
左
の
如
し
。

と
見
え
、
光
緒
時
代
、
山
西
省
に
は
莫
大
な
富
を
擁
す
る
豪
商
が
多
数
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
充
氏
は
数
千
万
両
と
い
う
莫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
な
資
産
を
有
す
る
豪
商
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
充
氏
が
揚
州
の
塩
商
で
あ
っ
た
こ
と
は
揚
州
画
航
録
要
言
に
見
え
て
い
る
。

　
山
西
商
人
は
盛
業
に
投
資
す
る
外
、
茶
・
米
穀
・
人
参
・
玉
・
毛
皮
・
銅
・
綿
布
・
雑
貨
な
ど
の
販
売
に
も
従
事
し
、
あ
る
い
は
質
商
を
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

濁
し
、
製
陶
業
に
投
資
す
る
な
ど
、
各
種
の
業
界
に
活
躍
し
、
そ
の
活
動
範
囲
は
中
国
の
全
国
の
津
々
浦
々
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

国
の
主
要
な
都
会
で
は
、
い
ず
れ
の
処
に
お
い
て
も
山
爾
商
人
の
会
館
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
活
動
舞
台
は
満
州
・
内
外
蒙
古
・
新
彊
な
ど
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
広
大
な
販
路
を
も
っ
た
こ
と
が
山
西
商
人
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
大
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
は
馬
克
図
に
お
け
る
言
霊
貿
易
、
広
東
に
お
け
る
英
国
と
の
茶
貿
易
、
長
崎
に
お
け
る
銅
貿

易
な
ど
、
外
国
と
の
貿
易
に
従
事
す
る
に
及
ん
で
は
、
販
路
は
益
々
拡
大
し
、
山
西
商
人
の
発
展
は
世
界
的
と
な
り
、
い
よ
い
よ
伸
張
し
た
の

で
あ
る
。

五
　
山
西
商
人
発
展
の
秘
密

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
山
西
商
入
の
発
展
は
い
か
な
る
所
に
そ
の
秘
密
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
陽
尚
志
巻
二
九
「
風
俗
」
の
条
に

　
土
狭
人
満
。
毎
挾
賀
走
四
方
。
所
至
多
流
寓
。
其
間
難
山
鰍
海
瀧
皆
有
内
人
。

　
土
狭
く
人
満
つ
。
毎
に
貨
を
挾
ん
で
四
方
に
包
む
く
。
至
る
所
、
流
寓
多
し
。
そ
の
間
、
山
車
海
灘
と
い
え
ど
も
、
み
な
聖
人
あ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
山
西
省
は
土
地
が
狭
く
人
口
が
多
い
た
め
に
、
人
々
は
早
く
か
ら
商
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
の
よ
う
な
史
料
は
山
西
省
の

地
方
志
を
緒
け
ば
無
数
に
散
見
す
る
。
す
で
に
宋
の
趙
善
瞭
撰
す
る
と
こ
ろ
の
自
警
編
巻
四
に
は
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河
東
土
地
狭
民
衆
。
惜
地
不
葬
。

　
河
東
は
土
地
狭
く
民
衆
し
。
土
地
の
な
く
な
る
の
を
惜
し
み
て
葬
ら
ず
。

と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
宋
の
周
輝
の
清
波
叢
雲
巻
一
二
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
玉
無
宣
公
帥
太
原
。
河
東
地
狭
。
目
論
地
図
葬
其
親
。
翻
心
僚
属
。
収
無
主
燈
（
眺
本
播
）
骨
。
別
男
女
。
異
土
以
葬
。
又
藩
邸
郡
。
微
此
。
　
（
宋
史
巻
憲
二

　
四
略
同
）

　
萢
仲
宜
公
（
萢
純
仁
）
が
太
原
府
に
郎
た
る
時
、
河
策
は
地
狭
く
、
民
は
地
を
惜
し
み
て
意
趣
を
も
葬
ら
ず
。
そ
こ
で
公
は
僚
属
を
し
て
無
主
の
燐
骨
を
収

　
め
、
男
女
別
々
に
穴
を
掘
り
て
葬
ら
し
め
た
り
。
ま
た
諸
郡
に
激
し
て
こ
れ
に
傲
わ
し
め
た
り
。

　
す
な
わ
ち
、
山
西
で
は
両
親
が
死
ん
で
も
、
耕
地
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
惜
し
み
、
埋
葬
し
な
い
者
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
耕
や
す

土
地
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
山
西
省
に
は
塩
・
鉄
・
石
炭
・
馨
・
綱
な
ど
の
産
物
が
多
く
、
商
人
に
多
く
の
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

品
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
清
高
宗
実
録
巻
一
二
六
一
、
乾
隆
五
十
一
年
・
閏
七
月
丙
申
の
条
に

　
膏
省
路
当
孔
道
。

　
晋
省
は
路
、
孔
道
に
当
れ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
山
西
省
は
交
通
の
要
衝
に
当
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
山
西
省
の
住
民
を
し
て
容
易
に
商
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
長
い
間
、
商
業
が
繁
昌
し
て
い
る
問
に
、
お
の
ず
か
ら
商
人
気
質
と
い
う
も
の
が
形
成
さ
れ
た
。
清
高
宗
実
録
巻
七
八
、
狸
寝
三
年
十

月
癸
未
の
条
に

　
響
省
風
俗
倹
約
。
民
家
多
有
儲
蓄
。

　
奮
省
は
風
俗
倹
約
に
し
て
、
民
家
に
多
く
儲
蓄
あ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
儲
蓄
が
山
西
商
人
の
習
性
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
雍
正
殊
批
諭
旨
四
七
冊
、
劉
於
義
、
無
筋
二
年
五
月
九
日
の
条
、
劉
於
義
の
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清代における山西商人（佐伯）

上
奏
中
に
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
山
右
積
習
。
重
利
之
念
。
敵
塁
重
宝
。
子
弟
俊
秀
者
。
多
入
貿
易
一
途
。
其
生
還
馬
蝉
吏
。
至
中
薬
以
下
。
方
使
之
読
書
応
試
。

　
山
嶺
の
積
習
と
し
て
、
利
を
重
ん
ず
る
の
念
は
、
名
を
重
ん
ず
る
よ
り
甚
だ
し
。
子
弟
の
俊
秀
な
る
表
は
、
多
く
貿
易
の
一
途
に
入
る
。
そ
の
次
は
寧
ろ
膏

　
吏
と
な
る
。
中
材
以
下
に
至
り
て
、
方
め
て
こ
れ
を
し
て
読
書
し
て
科
挙
の
試
に
応
ぜ
し
む
。

こ
れ
に
対
す
る
雍
正
帝
の
殊
批
に
も

　
山
右
大
約
商
質
居
首
。
其
次
者
猶
肯
力
農
。
再
次
二
面
入
営
伍
。
最
下
老
方
令
読
書
。
朕
所
悉
知
。

　
山
右
は
大
約
滋
賀
が
首
位
に
居
れ
り
。
そ
の
次
な
る
老
も
な
お
肯
え
て
農
に
力
む
。
そ
の
次
の
者
も
軍
隊
に
入
ろ
う
と
す
る
。
も
っ
と
も
才
能
の
劣
る
者
に

　
し
て
方
め
て
読
書
せ
し
む
。
そ
の
事
は
朕
の
知
悉
す
る
所
な
り
。

と
見
え
、
山
西
省
で
は
商
人
が
も
っ
と
も
尊
ば
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
山
西
省
の
伝
統
的
気
風
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
近
世
中
国
社
会
で
は
官

僚
に
な
る
こ
と
が
最
高
の
理
想
で
あ
っ
た
が
、
山
西
省
で
は
却
っ
て
無
能
力
者
が
官
僚
に
な
る
と
い
う
気
風
さ
え
も
生
じ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
気
風
の
形
成
さ
れ
る
背
暴
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
山
西
商
人
が
親
王
・
貝
勒
な
ど
の
高
官
と
連
盟
し
て
兄
弟
を
称
し
、
あ
る

い
は
総
督
・
塁
上
と
莫
逆
の
交
を
結
び
、
そ
の
結
果
、
六
部
京
卿
・
省
府
道
以
下
の
官
吏
が
、
そ
の
鼻
息
を
伺
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
商
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
重
ん
じ
て
官
吏
を
軽
ん
じ
る
と
い
う
風
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
山
西
で
は
商
人
が
も
っ
と
も
重
ん
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
か
ど
の
商
人
に
な
る
た
め
に
は
、
彼
等
は
ま
た
、
そ
れ
だ
け

の
修
業
と
努
力
と
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
閲
微
草
堂
筆
記
単
二
三
に

　
山
西
人
多
商
於
外
。
十
余
巌
帆
従
人
学
貿
易
。
侯
蓄
積
有
賀
。
始
帰
納
婦
。
後
傍
出
営
利
。

　
山
西
の
人
多
く
外
に
商
い
す
。
十
余
炭
帆
わ
ち
人
に
従
い
て
貿
易
を
学
ぶ
。
蓄
積
し
て
質
本
が
出
来
る
を
侯
ち
て
、
始
め
て
郷
里
に
帰
り
て
婦
を
む
か
え
納

　
れ
る
。
そ
の
後
傍
り
て
郷
を
出
で
て
利
を
営
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

と
あ
る
よ
う
に
、
山
西
商
人
は
ま
ず
外
郷
に
出
で
て
、
十
余
年
間
も
他
人
に
つ
い
て
商
売
の
こ
つ
を
十
分
に
習
得
す
る
。
ま
た
資
本
を
蓄
積
し

9　（9）



た
後
、
始
め
て
婦
を
嬰
り
、
独
立
し
て
商
売
を
始
め
た
。
一
人
前
の
商
人
に
な
る
た
め
に
は
、
長
い
修
業
年
限
を
積
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
商
売
を
始
め
る
と
、
彼
等
は
信
実
の
二
字
を
金
科
玉
条
と
し
て
、
官
紳
や
政
府
あ
る
い
は
民
衆
の
信
用
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
。

　
さ
ら
に
蒙
古
や
満
州
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
蒙
古
語
な
ど
を
幼
少
よ
り
修
得
し
た
。
あ
る
い
は
針
灸
を
習
い
、
医
薬
を
携
帯
し
て
与
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

あ
る
い
は
中
国
の
書
物
を
指
授
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

1O　（10）

六
　
山
西
商
人
と
資
金

　
な
お
山
西
商
人
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
政
府
の
特
別
な
庇
護
や
、
山
西
商
人
の
地
縁
的
業
種
的
結
合
で
あ
る
鶴
の

問
題
な
ど
が
あ
る
が
、
と
く
に
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
資
本
の
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
西
商
人
自
身
、

倹
約
に
し
て
資
本
の
蓄
積
に
努
め
た
が
、
山
西
商
人
は
な
お
政
府
か
ら
租
税
な
ど
の
大
金
を
預
り
、
こ
れ
を
保
管
し
て
そ
の
保
管
料
を
得
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
ら
に
こ
の
無
利
子
の
大
金
を
高
利
で
人
に
貸
付
け
て
、
莫
大
な
利
潤
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
山
西
商
人
は
全
国
の
各
地
で
活
躍
し
て

お
り
、
送
金
の
必
要
か
ら
藤
壷
（
票
荘
）
が
彼
等
の
蘭
で
発
達
し
た
。
番
号
は
政
府
や
一
般
人
の
送
金
事
務
を
も
取
扱
い
、
そ
の
手
数
料
も
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

相
当
莫
大
な
額
に
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
山
西
商
人
は
莫
大
な
利
益
を
獲
得
し
、
そ
れ
が
ま
た
彼
等
の
資
本
と
し
て
機
能
し
、
彼
等
の
活
動
舞
台
を
益
々
拡
大
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

七
　
結
　
　
び
　
一
世
界
的
交
通
路
の
変
遷
と
山
西
商
人
－

　
山
西
商
人
の
隆
替
の
事
情
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
ひ
る
が
え
っ
て
彼
等
の
活
動
舞
台
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
。
山
西
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

人
は
す
で
に
戦
国
時
代
か
ら
活
躍
し
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
魏
の
文
侯
が
賦
し
た
と
い
う
聖
餐
木
は
太
原
の
豪
商
で
あ
り
、
ま
た
漢
代
に
は
爺

翁
萱
と
い
う
山
西
商
人
が
伺
奴
と
密
貿
易
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
北
史
巻
一
五
魏
宗
室
常
山
王
遵
の
伝
に
は
、
元
淑
の
事
蹟
を
記
し
て
い
る



清代における山西商人（佐伯）

が
、
そ
の
中
に

　
河
東
俗
多
商
賞
。
箪
事
農
桑
。
人
至
有
年
三
十
不
識
束
霜
。

　
河
東
は
俗
、
商
賞
多
し
。
農
桑
を
事
と
す
る
こ
と
筆
な
り
。
人
、
年
三
十
に
し
て
来
頼
を
識
ら
ざ
る
も
の
あ
る
に
至
る
。

と
あ
り
、
北
魏
時
代
に
、
河
東
す
な
わ
ち
山
西
で
は
商
人
が
多
く
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
商
人
が
多
く
輩
出
し
た
の
は
、
山

西
省
が
古
く
か
ら
世
界
的
交
通
の
孔
道
に
当
っ
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
つ
ま
り
山
西
省
は
万
里
長
城
の
南
側
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
域
と
連
な
る
東
西
交
通
路
の
要
衝
に
当
っ
て

お
り
、
こ
こ
を
商
品
が
盛
ん
に
往
来
す
る
。
ま
た
広
東
か
ら
北
上
し
て
開
封
・
太
原
・
大
同
を
経
て
、
内
蒙
古
の
帰
化
城
か
ら
北
方
に
進
む
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

清
興
国
境
の
恰
克
図
に
達
し
、
シ
ベ
リ
ア
を
経
て
欧
州
に
通
ず
る
。
こ
の
ル
ー
ト
も
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
。
総
代
に
は
帰
化
城
、
露
原
城

か
ら
、
こ
の
ル
ー
ト
を
通
り
、
多
額
の
茶
が
山
西
商
人
に
よ
っ
て
恰
克
図
ま
で
運
ば
れ
た
。
ロ
シ
ア
商
人
は
こ
こ
で
茶
を
買
取
り
、
レ
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ラ
ー
ド
ま
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ル
ー
ト
は
清
代
に
至
っ
て
は
じ
め
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
歴
史
が
始
ま
る
頃
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
す

で
に
開
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
の
遺
跡
も
こ
の
ル
ー
ト
の
上
に
あ
り
、
中
国
や
西
方
の
商
品
が
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
運
ば
れ

て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
発
掘
さ
れ
た
遣
物
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
豆
飯
よ
り
以
前
、
す
で
に
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
東
西
両
洋
の
交
渉
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
っ
た
こ
と
は
、
シ
ベ
リ
ア
や
山
西
省
等
か
ら
発
掘
さ
れ
た
脊
銅
器
等
に
よ
っ
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ル
ー
ト
は
歴
史
時
代
に
入
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
中
国
の
歴
史
を
幡
い
て
見
る
と
、
こ
の
ル
ー
ト

上
、
と
く
に
山
西
省
に
都
あ
る
い
は
陪
都
を
込
め
た
王
朝
や
政
権
が
多
い
。
伝
説
時
代
の
舞
や
舜
の
都
は
山
西
の
平
面
・
蒲
坂
に
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
夏
王
朝
の
都
も
山
西
に
あ
っ
た
。
ま
た
春
秋
五
覇
の
一
で
あ
る
晋
の
文
公
は
緯
（
山
西
新
絡
県
）
に
都
し
、
戦
国
七
雄
の
一
、
魏
は
は

じ
め
安
邑
を
都
と
し
て
い
た
。
南
北
朝
時
代
に
は
劉
淵
が
平
熱
（
臨
沿
県
）
に
都
を
尊
め
、
隠
亡
も
は
じ
め
は
盛
事
に
よ
っ
た
が
、
の
ち
南
下
し

て
都
を
平
城
（
大
同
）
に
遷
し
て
い
る
。
五
代
の
後
唐
・
後
晋
・
後
漢
・
北
漢
な
ど
も
み
な
晋
陽
（
太
原
）
に
根
拠
地
を
お
き
強
大
に
な
っ
て
い
る
。

11　（11）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

唐
の
高
祖
や
太
宗
が
騒
起
し
た
の
も
晋
陽
で
あ
っ
た
。
民
国
に
入
っ
て
閻
錫
山
は
山
西
に
あ
っ
て
北
西
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
唱
え
て
い
る
。

　
さ
き
に
指
摘
し
た
が
、
山
西
省
は
耕
地
が
少
な
く
土
地
か
ら
あ
が
る
税
金
も
少
な
い
。
従
っ
て
田
租
を
も
っ
て
国
家
の
財
政
を
支
え
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
上
述
の
よ
う
に
山
西
省
を
根
拠
と
し
た
国
家
や
政
権
が
多
い
の
は
、
山
西
省
が
東
西
・
南
北
の
世
界
の
交
通
路

の
交
叉
す
る
要
衝
に
当
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
東
西
交
渉
を
論
ず
る
者
は
い
わ
ゆ
る
絹
街
道
だ
け
に
注
目
す
る
者
が
多
い

よ
う
で
あ
る
が
、
北
廻
り
の
ル
ー
ト
も
軽
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
阿
片
戦
争
以
後
、
上
海
を
中
心
と
し
て
世
界
的
海
上
交
通

が
盛
大
に
赴
く
以
前
、
西
方
と
の
貿
易
は
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
陸
上
交
通
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
山
西
省
は
そ
の
要
路
に
当
っ
て
い
た
。
こ
こ
に

山
西
商
人
が
古
く
か
ら
商
人
と
し
て
活
躍
す
る
理
由
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
上
海
が
西
方
と
の
交
易
の
要
衝
に
の
し
上
っ
て
来
る
と
と
も
仁
、
山
西
商
人
は
衰
頽
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
山
西
商
人
の

衰
頽
に
は
、
清
末
、
銀
の
流
出
に
伴
っ
て
銅
銭
価
が
暴
落
し
、
塩
の
販
売
に
よ
る
利
益
を
喪
失
し
、
あ
る
い
は
清
朝
政
府
の
衰
亡
か
ら
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

貸
付
や
莫
大
な
税
金
保
管
の
依
嘱
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
新
興
勢
力
と
の
協
力
を
拒
絶
し
て
時
勢
に
乗
ず
る
機
会
を
失
っ
た
こ
と
な

ど
、
諸
種
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
世
界
経
済
の
大
発
展
に
伴
っ
て
世
界
の
交
通
路
に
大
変
動
を
来
し
た
こ
と
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
原
因

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
山
西
商
人
の
衰
頽
は
同
時
に
清
朝
の
衰
亡
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　
　
註

①
　
佐
伯
富
「
清
朝
の
興
起
と
山
西
商
人
」
（
『
中
国
史
研
究
』
第
二
、
所
収
）
。

②
　
後
漢
書
巻
一
一
一
王
中
伝
。

　
　
王
書
字
彦
方
。
太
原
人
。
…
…
遭
黄
巾
書
卓
之
乱
。
乃
平
地
遼
東
。
夷
人
尊

　
　
奉
之
。
…
…
太
守
公
孫
度
接
以
昆
弟
之
礼
。
訪
州
政
事
。
欲
以
為
長
史
。
烈

　
　
乃
為
商
費
自
微
白
藍
。

③
　
同
①

　
佐
伯
窟
「
清
代
塞
外
に
お
け
る
山
西
商
人
」
　
（
東
方
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記

　
念
東
方
学
論
集
）
。

④＠＠＠
清
太
祖
実
録
巻
五
、
天
命
三
年
四
月
乙
巳
。

　
留
兵
四
千
。
駿
撫
順
城
。
…
…
時
有
山
東
・
山
西
・
河
東
・
河
西
・
蘇
・
杭

　
等
処
。
在
撫
順
貿
易
者
十
六
入
。
皆
厚
給
費
費
。
調
査
大
恨
理
工
。
付
之
遣

　
還
。

籍
遼
碩
画
巻
一
一
「
張
濤
掲
為
属
夷
家
事
互
撫
事
」
。

同
①
。

千
丈
県
鉢
巻
九
「
人
物
」
。

　
萢
三
抜
…
…
父
永
年
。
与
遼
左
通
貨
財
。
久
著
儒
義
。
世
祖
入
考
定
鼎
。
稔
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清代における山西商人（佐伯）

　
　
　
知
永
年
名
。
即
召
見
。
将
授
豊
玉
。
以
未
譜
民
社
力
辞
。
詔
賜
張
家
口
房
地
。

　
　
　
隷
内
務
府
籍
。
草
叢
帯
塞
上
。
三
界
継
之
。
数
著
労
勤
。

⑧
佐
伯
窟
『
清
代
塩
政
の
研
究
』
箪
二
章
。

⑨
　
同
前
。

⑩
　
同
①
。

⑭
続
呂
淫
野
先
生
文
集
幽
趣
「
平
斎
李
書
墓
誌
銘
」
に
お
い
て
、
学
期
三
原
の
商

　
人
李
珠
に
つ
い
て
述
べ
た
中
に
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　
　
少
嘗
従
父
費
塩
河
東
・
置
上
及
漢
・
漸
。

⑫
　
参
照
①
⑭
。

⑬
四
川
塩
法
志
巻
三
九
。

　
　
　
川
中
民
貧
。
所
論
為
塩
商
者
。
多
山
腹
薄
野
。

　
　
同
書
巻
四
。

　
　
　
各
州
親
旧
額
。
本
地
之
商
量
実
者
少
。
大
半
皆
西
商
。

⑭
福
建
塩
法
国
「
配
運
」
。

　
　
　
官
辮
各
繋
。
酌
擬
幻
令
西
商
代
錯
塩
数
。

⑮
　
同
①
。

⑯
　
同
前
。

⑰
　
岡
前
。

⑯
　
　
『
清
代
執
政
の
研
究
』
第
三
章
。

　
　
佐
伯
蜜
「
中
國
近
世
に
お
け
る
独
裁
君
主
の
経
済
政
策
」
（
『
中
國
史
研
究
』
第

　
二
所
収
）
。

⑲
同
前
第
五
章
。

⑳

「
中
国
近
世
に
お
け
る
独
裁
君
主
の
経
済
政
策
」
。

揚
州
画
論
録
巻
九
。

　
寛
園
在
小
秦
潅
。
初
冗
氏
業
塩
。
与
安
氏
譜
名
。
置
旧
北
安
西
充
。
充
構
園

　
城
陰
。
長
里
許
。
駅
頭
敵
繋
留
。
笠
置
敵
黙
止
。
臨
河
造
屡
一
百
間
。
土
人

　
呼
為
百
間
房
。

⑳
　
佐
伯
窟
「
清
代
新
醗
に
お
け
る
玉
石
闘
題
」
（
『
中
潮
史
研
究
』
第
二
、
所
収
）
。

　
　
「
清
代
に
お
け
る
山
西
商
人
と
内
蒙
古
」
（
『
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
史
学
仏

　
教
学
論
集
駈
）
。

　
　
参
照
①
③
。

⑫
　
何
柄
穣
『
中
国
会
館
史
論
』
。

⑳
　
淑
酬
方
備
乗
巻
四
六
、
所
収
何
一
秋
叢
論
『
考
訂
緩
…
脹
如
肥
略
』
。

⑭
　
客
9
日
。
。
■
賓
冒
ゆ
毎
8
8
国
記
一
男
島
器
一
一
（
勺
㊦
一
雨
貯
σ
Q
こ
壽
。
戸
」
。
。
⑦
卜
。
．
）

　
（
鳴
賛
序
興
℃
名
。
諺
話
冨
餓
影
σ
q
9
夢
。
図
。
σ
Φ
浸
8
冒
Ω
嵩
コ
ε

　
　
劉
選
斑
「
中
俄
早
期
貿
易
考
」
（
燕
京
学
報
二
五
期
）
。

　
　
清
宣
宗
実
録
巻
一
八
四
。

　
　
　
太
谷
・
平
遙
・
介
休
各
県
民
人
。
多
在
広
棄
及
南
省
画
処
貿
易
。

　
　
『
中
国
近
代
手
工
業
史
資
料
』
第
一
冊
、
嚢
幹
「
茶
市
雑
詠
」
、
林
酸
泉
「
武
鼻

　
茶
葉
之
生
産
鰯
造
悪
運
錨
」
に
、
山
西
商
人
が
、
福
建
建
州
の
武
豊
茶
を
支
配
し

　
て
い
る
記
集
が
あ
る
。
英
國
は
武
夷
茶
を
輸
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑯
　
同
①
。

⑳
　
同
前
。

⑳
　
李
滑
清
「
山
西
太
谷
銀
銭
業
之
今
昔
」
（
中
央
銀
行
月
刊
六
巻
二
期
）
。
本
資
料

　
は
台
湾
大
学
、
趙
雅
書
教
授
の
指
教
を
う
け
た
。

⑳
　
西
山
栄
久
「
山
西
票
号
の
今
昔
」
　
「
票
号
の
組
織
」
（
支
那
一
八
巻
…
号
）
。

⑳
　
同
③

⑳
　
民
国
経
世
文
編
第
四
冊
実
業
三
、
梁
啓
超
「
　
泣
山
西
票
商
歓
迎
会
演
説
辞
」
。

　
　
　
吾
票
号
与
商
家
通
有
無
之
処
。
固
属
不
少
。
然
大
抵
以
官
場
存
款
為
大
宗
。

　
　
　
…
…
吾
票
号
悶
各
有
紺
色
不
同
。
故
能
於
騰
〔
冗
中
有
所
論
盈
。
…
…
吾
團
昔

　
　
　
日
無
所
謂
金
庫
制
度
。
凡
官
家
所
収
租
税
。
悉
存
股
実
之
商
号
。
以
負
保
管

　
　
　
之
貴
。
得
十
｝
之
利
。

＠
　
西
山
栄
久
「
山
西
の
為
替
業
者
た
る
票
弩
の
起
原
と
其
の
変
遷
」
　
（
東
亜
経
済

　
研
究
＝
巻
一
号
）
。
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陳
其
田
『
山
西
票
荘
考
略
』
。

⑫
　
史
記
巻
四
四
、
魏
世
家
。

　
　
　
〔
魏
〕
文
侯
受
子
夏
経
芸
。
客
段
干
木
過
其
閻
。
未
嘗
不
献
燈
。
正
義
日
。
…

　
　
　
…
潅
南
子
云
。
段
干
木
暦
本
大
駆
。
而
送
文
碁
師
。

⑳
　
漢
書
巻
九
四
、
飼
奴
伝
。

　
　
　
何
奴
自
首
干
以
下
。
皆
巨
漢
。
往
来
長
城
下
。
漢
早
馬
琶
人
置
翁
壱
。
間
嗣

　
　
　
出
物
。
与
飼
奴
交
易
。
補
注
。
周
寿
昌
日
。
賊
壱
叙
伝
云
。
以
財
葦
辺
。

⑭
外
叢
古
の
中
央
に
あ
る
ト
ラ
・
オ
ル
コ
ン
・
セ
レ
ン
ガ
の
三
河
の
合
流
す
る
附

　
近
一
帯
は
、
水
草
の
豊
窟
な
地
と
称
せ
ら
れ
、
こ
の
地
域
を
占
領
し
た
者
は
、
北

　
ア
ジ
ア
に
覇
を
唱
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
肥
沃
な
牧
場

　
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
地
域
は
、
古
来
、
世
界
の
北
廻
り
の

　
東
酉
交
通
路
の
要
衝
で
あ
り
、
商
品
が
こ
の
地
域
を
通
過
す
る
の
で
、
そ
の
利
益

　
が
相
当
大
き
か
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
の
恰
克

　
閣
は
こ
の
近
く
に
あ
る
。

⑭
　
参
照
⑳
。

㊥
　
梅
原
宋
治
『
古
代
北
方
系
文
物
の
研
究
』
　
「
北
歎
古
発
見
の
漢
代
の
漆
器
」
・

　
「
考
古
学
上
よ
り
観
た
る
漢
代
文
物
の
西
漸
」
（
再
版
、
昭
和
四
十
六
年
、
新
時
代

　
社
）
。

　
　
同
『
東
亜
考
古
学
論
放
』
第
一
「
支
那
文
化
の
源
泉
」
　
（
昭
和
十
九
年
七
月
、

　
星
野
書
店
）
。

　
　
江
上
波
夫
『
ユ
ウ
ラ
シ
ア
古
代
北
方
文
化
』
　
（
昭
和
二
十
五
年
七
月
、
山
川
出

　
版
社
）
。

⑳
　
梅
原
末
治
『
古
代
北
方
系
文
物
の
研
究
』
　
「
北
支
那
発
見
の
一
種
の
銅
容
器
と

　
其
の
性
質
」
。

　
　
同
『
東
亜
考
古
学
論
孜
』
第
一
「
所
謂
秦
銅
器
に
就
い
て
－
支
那
古
銅
器
に

　
於
け
る
戦
国
様
式
の
設
定
1
」
。

⑱
　
宮
崎
市
定
「
五
代
史
上
の
軍
閥
資
本
家
一
特
に
齋
陽
李
氏
の
場
合
一
」

　
（
人
文
科
学
二
、
四
・
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
三
、
所
収
）
。

⑳
　
陳
少
校
『
閻
麺
類
之
興
滅
』

⑩
　
『
清
代
塩
政
の
研
究
』
第
六
章
。

＠
　
宣
統
年
間
、
由
西
商
人
は
度
支
部
銀
行
（
後
の
大
清
銀
行
、
中
質
銀
行
）
設
立

　
に
際
し
て
、
そ
の
合
作
を
断
わ
っ
て
い
る
。
　
（
李
潤
清
「
山
西
太
谷
無
銭
業
之
今

　
昔
」
）
。　

　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
八
日
、
台
湾
大
学
宿
会
に
て
）
。

（
京
都
大
学
名
瞥
教
授
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The　Slzan　hsi山西M：erchants　in　the　Ch‘iフzg．清Dynasty

　　　　by

Tomi　Sael〈i

　　In　Europe，　absolutist　government　and　urban　merchants　had　interests　in

comrnon　and　developed　with　mutual　aid．　Similarly　in　China，　the　growth

of　absolutism，　since　the　end　of　Sung　9一．一’　period，　had　been　supported

financiaily　by　the　merchants．　lt　was　Shan　hsi　merchants　that　had

contributed　to　the　growth　of　Ch‘ing　dynasty．

　　The　one　purpose　of　this　art1cie　is　to　make　clear　how　the　Shan　hsi

merchants　formed　aii　alllance　with　the　dynasty　and　managed　its　public

finance，　especially　salt　trading　policy．　The　another　is　to　analyze　the

causes　of　their　growth　：　that　they　gained　monopolies　and　subsidies　from

the　government　and　consequently　could　expand　thelr　trading　areas　；　and

they　took　advantages　from　their　native　country，　Shan　hsi，　which　held

a　commanding　position　in　the　world－wide　trade　route　and　where　many

dynasties　and　regimes　arose．

　　But　after　the　Opium　War，　the　mainstream　of　the　trade　route　shifted

from　iand　to　sea　and　there　fiourished　the　oversea　communications

centering　on　Shang　hai上海．　And　with　the　loss　of　supPort　from　the

Ch‘ing　dynasty，　they　began　to　decline　and　would　be　substituted　by　a

new　group　of　plutocrats．

The　Reclamation　of　the　Fens　iR　the

　　　Seventeenth－Century　England

　　　　　by

Koji　Hasegawa

　　Reelamation　introduces　a　sudden　change　into　the　landscape　and　func－

tion　of　a　marshy　region．　The　purpose　of　this　paper　is　to　clarify　the

process　of　change　in　the　reclamation　of　the　English　Fenland，　especial！y

of　the　Bedford　Levell．　’ lany　works　・on　the　dtaining　of　the　Fens　have

been　done　by　H．　C．　Darby’and　other　historical　geographers．　But　they

have　only　given　us　abundant　sources　for　reserch　without　exactly　recon－

structing　the　cross－sectional　landscape　of　each　age．

（170）




